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１１１１．．．．研究計画研究計画研究計画研究計画のののの概要概要概要概要    
本研究の目的は、学習英文法の内容を根本

的に見直し、科学的根拠を与えることにある。
第一に、好ましくない有害な英語教育の内容
を洗い出すこと、第二に、いまの英語の実態
を反映していない高等学校の学習内容、受験
参考書や英和辞典の内容を、科学的な実態調
査をもとに修正を求めることにある。そのた
めに、４年間に達成すべき以下の３つの目標
を立てた。 
(1) 学習文法を形成する多様な教材の中身を

点検し、問題点を洗い出すこと。 
(2) phraseologyの研究を進め、現代英語の

実態を明らかにすること。 
(3)  (1)(2)の成果をもとにした新たな学習英

文法書の枠組みを公開すること。 
 
２２２２．．．．研究研究研究研究のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    
 これまで３年間にほぼいずれの点でも成
果を、いろいろな形で公表してきた。また、
基本的な問題意識と研究の推進方法に変化
はないが、根本的な点で、「学習文法の見直
し」というよりは、「英語学習内容全体の見
直し」の方向に移行してきた。それほど根本
的に内容を見直す必要があることがわかっ
てきたのは、phraseology の研究によるもの
である。また、phraseology の研究とヨーロ
ッパの言語に関する「参照枠」 (Common 
European Framework of Reference)との深
い関わりがわかってきたからである。 
 
３３３３．．．．現在現在現在現在までのまでのまでのまでの達成度達成度達成度達成度    
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 初年度の平成２０年度は、それまでの、日

本の英語教育の内容や日本の英語研究の歴
史に関する研究と、新たな分野としての
phraseology の研究成果（これらの成果は、
雑誌論文「英語教育のための phraseology（上）
（下）」がもとになっている）をもって、ヨ
ーロッパで開催された「ヨーロッパ・フレジ
オロジー研究会」(EUROPHRAS 2008)に出
席し、ヨーロパの言語学者との交流を主な目
的とした。八木は日本の英語教育の歴史とフ
レーズ研究の歴史を、井上は新しい日本的な
フレーズ研究の一端を語り、それぞれに議論
を深めることができた。 
 ２年目の平成２１年は、ヨーロッパで知己
を得た学者と、中国の辞書学者・言語学者や
日本の言語研究の代表的人物を招いてシン
ポジウムと講演会を開催した。この企画によ
って、日本の英語教育や英語研究のあり方に
ついて、新しい方向への光明が見えてきたよ
うに思われる。文法事項を基本から難しい順
に並べて、それを習得段階とする考え方は根
本的に誤っている。コミュニケーション主体
に段階性を求めるべきであることを主張す
るために、大学用教科書 Express yourself in 
English を開発し、これを使った授業研究を
実践し、最終年度の平成２３年度で発表する
予定である。 
 また２１年度は、日本で「認知言語学」「語
用論」「語法研究」「フレイジオロジー」を代
表する言語学者４名を招き、「生成文法」学
者をコメンテーターに、「言語研究と実証性」
の講演会を開催し、フレイジオロジーの言語
研究における位置を確認した。 
３年目の平成２２年度は、前年度の講演会

を基礎に、「日本フレイジオロジー研究会」
を立ち上げ、八木を代表者、井上を事務局長
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とし、日本でのフレイジオロジー研究の拠点
とした。９月に第２回例会、３月に２日にわ
たって第３回例会（国際大会）を開催して、
内外の研究者が数多くの報告を行った。 
また、井上は、欧米のさまざまな学会で発

表を行い phraseologyの研究成果を報告した。 
 
４４４４．．．．今後今後今後今後のののの研究研究研究研究のののの推進方策推進方策推進方策推進方策    
 最終年度の平成２３年度は、まとめの時期
であるが、フレイジオロジー研究会の第５回、
第６回例会をそれぞれ国際的な会議にして、
日本の英語教育を真にコミュニケーション
主体にし、それに理論的基礎を与える
phraseology の研究を推進する。 
 また、ヨーロッパの参照枠を参考にしなが
ら、日本の英語教育の段階性をコミュニケー
ション主体にする方向を明らかにし、それと
文法教育をどう位置付けるかについて、成果
を明らかにしてゆきたい。 
 
５５５５....    代表的代表的代表的代表的なななな研研研研究成果究成果究成果究成果    
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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